
参考資料3  

食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）一抄－  

第1 食品   

A 食品一般の成分規格  

1～14（略）  

5 （1）の表に掲げる農薬等（農薬取締法（昭和23年法律第82号）第1条の2第1項に  

規定する農薬，飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律（昭和28年法律第  

35号）第2条第3項の規定に基づく農林水産省令で定める用途に供することを目的と  

して飼料（同条第2項に規定する飼料をいう。）に添加，混和，浸潤その他の方法によ  

って用いられる物又は薬事法（昭和35年法律第145号）第2条第1項に規定する医薬  

品であって動物のために使用されることが目的とされているものをいう。以下同じ。）  

の成分である物質（その物質が化学的に変化して生成した物質を含む。以下同じ。）は，  

食品に含有されるものであってはならない。この場合において， （2）の表の食品の欄に  

掲げる食品については，同表の検体の欄に掲げる部位を検体として試験しなければな  

らず，また，食品は（3）から（16）までに規定する試験法によって試験した場合に，その  

農薬等の成分である物質が検出されるものであってはならない。  

（1）食品において「不検出」とされる農薬等の成分である物質  

1 2，4，5－T  

2  アゾシクロチン及びシヘキサチン  

3  アミトロール   

4  カプタホール   

5  カルパドックス   

6  クマホス   

7  クロラムフェニコール  

8  クロルプロマジン   

9  ジエチルスチルベストロール  

10 ジメトリダゾール  

11 ダミノジッド  

12 ニトロフラン類  

13 プロファム  

14 マラカイトグリーン  

15 メトロニダゾール  

16 ロニダゾー ／レ  
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（2）検体   

（略）   

（二i）～（13）（略）   

上14）ニトロフラン類試験法  

3－アミノー2一オキサゾリドン，1一アミノヒダントイン，3－アミノー5一   
モルフォリノメチルー2－オキサゾリドン及びセミカルバジドを分析対象とする。  

1．装置   

液体クロマトグラフ・タンデム質量分析計を用いる。   

2．試薬・試液   

次に示すもの以外は，第2 添加物の部C 試薬・試液等の項に示すものを用   

いる。   

なお，「（特級）」と記載したものは，日本工業規格試薬の特級の規格に適合   

するものであることを示す。   

アセトニトリル 液体クロマトグラフ用に製造したものを用いる。   

多孔性ケイソウ土カラム（20ml保持用） 内径20～30mのポリエチレン製のカラ   

ム管に，20mlを保持することができる量のカラムクロマトグラフィー用に製造   

した顆粒状多孔性ケイソウ土を充てんしたもの又はこれと同等の分離特性を有   

するものを用いる。  

（二）－ニトロベンズアルデヒド（「ニトロベンズアルデヒド（特級）   

水 液体クロマトグラフ用に製造したものを用いる。   

3．標準品   

3－アミノー2一オキサゾリドン 本品は3一アミノー2－オキサゾリドン  

99％以上を含む。   

分解点 本品の分解点は65～67℃である。  

1mアミノヒダントイン塩酸塩 本品は1－アミノヒダントイン塩酸塩90％以  

上を含む。   

分解点 本品の分解点は201～205℃である。   

3一アミノー5一モルフォリノメチルー2－オキサゾリドン 本品は3－アミノ  

ー5一モルフォリノメチルw2－オキサゾリドン99％以上を含む。   

分解点 本品の分解点は115～120℃である。   

塩酸セミカルバジド  本品は塩酸セミカルバジド99％以上を含む。  

融点 本品の融点は175～177℃である。   

4．試験溶液の調製   

a 抽出法  
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検体を細切均一化した後，その5．00gを量り採り，0．1mol／1塩酸70mlを加  

えて細砕した後，毎分2，500回転で5分間遠心分離する。上澄液を採り，0．1mol   

／1塩酸を加えて100mlとする。  

b 誘導体化  

a 抽出法で得られた溶液10mlを採り，0．05mol／lo－ニトロベンズアルデ  

ヒド・ジメチルスルホキシド溶液0．4mlを加えて37℃で16時間放置する。これ   

に0．1mol／1リン酸水素ニカリウム溶液5mlを加え，1mol／1水酸化ナトリウ   

ム溶液約0．8mlを加えてpH7～8に調整する。この溶液中に残留物が認められ   

る場合には，毎分2，500回転で5分間遠心分離し，上澄液を採る。  

c 精製法  

多孔性ケイソウ土カラム（20ml保持用）に，b 誘導体化で得られた溶液を   

注入する。このカラムを5分間放置した後，酢酸エチ／レ100mlを注入し，溶出   

液をすり合わせ減圧濃縮器中に採り，40℃以下で酢酸エチルを除去する。この   

残留物にアセトニトリル及び水の混液（1：1）1．Omlを加えて溶かし，これを   

試験溶液とする。   

5．操作法   

a 定性試験  

次の操作条件で試験を行う。試験結果は標準品について4．試験溶液の調製   

のb 誘導体化及びc 精製法と同様に操作して得られたものと一致しなけれ  

ばならない。  

操作条件   

カラム充てん剤 オクタデシルシリル化シリカゲル（粒径2′、、ノ5〃m）を用いる。   

カラム管 内径2．0～6．Omm，長さ100～250mmのステンレス管を用いる。  

カラム温度 40℃   

移動相 アセトニトリル及び0．1％酢酸溶液の混液（1：4）から（4：1）  

までの濃度勾配を15分間で行う。3一アミノー2－オキサゾリドンの誘導  

体が約12分で流出する流速に調整する。  

b 定量試験  

a 定性試験と同様の操作条件で得られた試験結果に基づき，ピーク高法又  

はピーク面積法により定量を行う。  
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